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ジ ョ セ フ ソ ニ/接 合 をこ お け る 間 欠 カ ニオ ス
阪大 ●基礎工 吉本政行､西田良男
ジョセフソン接合のRSJモデルを使ってアナログシ ミュレーションをした結果､条件の違


















ここで､電淡ioとil､接合電圧 Ⅴ､振動数虫t､時間 での単位として それぞれ lc(ジョセフ
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っており､運動の非周期性が増 している｡ 形は周期カオス状態の IJターンマップに振動状態を
引き起こす錐分が加 えられたものになっている｡ この リターンマ･)プのJ削土m-Oとm-1の
ハ-モニックステップ問において変わらない｡
DC電涜iBを小さくしていくと､ I)ター ンマップは直線¢n.I-¢nに近付いていく｡ I)ター
ンマ ップが直線と交わると 佐山差¢(T)の運動がFig.4Q)の周,gJ運動になってしまう｡ p-
M I型の間欠カオス日のリターンマップと比較すると Fig.4②のリターンマップは､直線中
｡十1-中｡との channel細分が短 く､振動状態 (ラミナ-状態)が長 く続 く間欠カオス状態には





近い離分にバイアスでき､振動錐分が長 く続 く間欠カオス状態が存在すると予想される｡ Fig

























く挽 く鎌状は､ p-M l型のl-JJ欠カオス､










ハーモニックステップ上での周期カオスの T)ターンマ･}プを引きずっている部分で長 く続 く振






その lJターンマップの形によって､ I-V特性 もDC電境を増やす過程において 接合電圧が
ジグザグ状に変化する場合と､単調に増加するだけの場合とに分けられる｡
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